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新刊
紹介
■ 中川雅彦 ■
アジア経済研究所
 編
『アジア動向年報二〇一五』
アジア経済研究所
　
動向分析は地味
な作業の連続である。自分が担当する国・地域の新聞を読む。そして、重要だと思われる記事を選んで日誌を作る。一年分の日誌ができたところで、さらに政治、経済、対外関係のそれぞれに関して、その日誌のなかから再び重要なものを選んで並べてみる。日付順にすんなり話ができれば、そのまま文章にして形を整える。 うでなければ、現地調査で得た情報や、様々な外信報道を調べたり、再び現地の新聞をめくったりして、新たに得た情報で辻褄を合わせる。こうし 作業 よって、 『アジア動向年報』の各章の本文が作り上げられる。これと並行 て、作成し 日誌の内容を削って本の制限字数に収めて、 「主要日誌」を作成する。　
それから統計表の作成がある。当該
年度の主要な経済統計をさっさと発表してくれる国・地域もあるが、そうない国・地域もある。原稿執筆段階で統計が出 こなければ、空欄にしてお
いて、校正ゲラの段階で埋めることになる。ときどき、統計の発表が遅いうえに発表の基準や項目、形式を変更する国・地域もあったりする。発表が遅いだけでもヒヤヒヤものであ
るのに、内容を変えられると怒りたくもなる。　
こんな手のかかる労働集約的な作業
は研究者のする仕事ではない、学術的な研究ではないという人もいる。編集責任者自身は、 「研究者のする仕事」「学術的な研究」がどのようなものなのかよくわかっていないので、そのような人に反論する力はない。しかしはっきりいえるのは、動向分析は当該国・地域の事情に詳しい研究者にしかできない仕事であり、しかもその研究者には当該国・地域の言語を解する高い能力が要求されるということである。　
編集責任者は、動向分析は「現在
史」の研究そのものであ 思っている。二〇一四年、アジアではタイでクーデタが起こってインラック政権が打
倒され、一方、インドで連邦下院選挙、インドネシアで大統領選挙によって、それぞれ政権が平和的に交代した。また、韓国ではセウォル号沈没事件の影響によって国会運営 半年近く空転 、台湾では学生たちが立法院を占拠するといった「ひまわり学生運動」 、香港では行政長官の選出をめぐって「真の普通選挙」を求める人々が中心部の路上を占拠する「セントラル占拠行動」などといった、政治的混乱がみられた。　
こうした個々の政治の動きとは別に、
アジア全体では、中国の シルクロード」構想の推進やアジアインフラ投資銀行
( ＡＩＩＢ
) の設立の動きが、こ
れまでの国際金融秩序に変化をもたらそうとしている。　
このたび刊行された『アジア動向年
報二〇一五』では、大韓民国、朝鮮民主主義人民共和国、モンゴル、中国、香港特別行政区、台湾、ＡＳＥＡＮベトナム、カンボジア、ラオス、タイ、フィリピン、マレーシア、シンガポール、インドネシア、ティモール・レテ、ミャンマー、バングラデシュ インド、ネパール、スリランカ、パキスタン、アフガニスタンといったアジアの二三の国・地域を網羅している。そして、それぞれの国・地域につ て新聞、雑誌など 現地資料や現地での調査にもとづいて二〇一四年の動向を政治、経済 対外関係にわたって分析している。これらは、 〇一五年以降にアジア諸国・地域がどう動いていくの
かを考えるための基礎になる。また、アジアに関してこれだけの網羅性と質の高さを持つ刊行物はほかには い　
さらに、これら各国・地域編に加え
て、主要トピックスと 、 「北東アジアのＦＴＡ――中韓によ 硬軟両様の野心的転回」 「 おける米軍再編 展開」 「アジアとアメリカ――アジアへのリバランス再保証の行方」「ロシアのアジア政策――政権支持率の上昇と極東 梃入れ」といった問題をとりあげている。こうした主要トピックスは、ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉の行方や ジアの安全保障を考えるうえで大きな助けになるであろう。　
なお、 『アジア動向年報』の内容は
アジア経済研究所ウェブサイトで閲覧することもできる 研究所賛助会法人会員であれば最新版の閲覧が可能 あり、そうでない方々は最近五年以前本文、重要日誌などをみることができる。ただ ウェブサイトで 、二色刷りの本文が単色になってちょっと味気ないし、本文に挿入されている写真をみることもできない。 はキーワードで 検索 できるという点で使い勝手が いところもあるが、一冊の本は一冊の本だからこその発見に出会う楽しみがある。（なかがわ
　
まさひこ／アジア経済研
究所
　
動向分析研究グループ）
